
気
候
変
動
問
題
に
対
す
る

危
機
感
の
高
ま
り

昨
年
の
夏
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
は
気
温
４０
度
を
超

え
る
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
秋
に
は
日
本
も
台
風
に
よ

る
大
き
な
災
害
を
経
験
す
る
な
ど
、
異
常
気
象
が
相

次
い
で
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
気
候
変
動
問
題
は
、

も
は
や
気
候
「
危
機
」
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
生
ま

れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２５
に
見
る

国
際
社
会
の
動
向
と

経
団
連
の
活
動
成
果

昨
年
１２
月
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ

れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２５
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
２５
回

締
約
国
会
議
）に
、
経
団
連
代
表
団
の
団
長
と
し
て

参
加
し
た
。
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
、
積
み
残
し
と
な

っ
て
い
た
「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
詳
細
ル
ー
ル
（
注
）
の

実
効
性
と
国
際
的
な
公
平
性
の
確
保
を
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
日
本
経
済
界
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
臨
ん
だ
。

現
地
に
お
い
て
経
団
連
代
表
団
は
、
小
泉
進
次
郎

環
境
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
政
府
交
渉
団
幹
部

や
、
米
国
・
欧
州
・
イ
ン
ド
と
い
っ
た
各
国
経
済
団

体
と
精
力
的
に
政
策
対
話
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
、
小
泉
環
境
大
臣
の
登
壇
を

得
て
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
構
想（
後
述
）を
発

表
し
た
。

「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
小
泉
大
臣

を
は
じ
め
日
本
政
府
交
渉
団
も
精
力
的
に
調
整
に
あ

た
ら
れ
た
が
、
一
部
途
上
国
と
の
意
見
の
隔
た
り
は

埋
ま
ら
ず
、
会
期
を
２
日
延
長
し
た
も
の
の
最
終
的

な
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
交

渉
に
尽
力
す
る
日
本
政
府
交
渉
団
へ
の
評
価
や
、
日

本
経
済
界
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
期
待

の
声
も
多
く
聞
か
れ
る
な
ど
、
経
団
連
代
表
団
の
活

動
は
、
一
定
の
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

気
候
変
動
問
題
へ
の

具
体
的
な
解
決
策
を
提
示
す
べ
き

Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
場
で
は
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん

と
い
っ
た
将
来
世
代
を
は
じ
め
、
各
国
の
削
減
目
標

（
野
心
）の
引
き
上
げ
を
求
め
る
声
の
高
ま
り
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
こ
う
し
た
議
論
の
様
子
を
見
て
い

て
感
じ
る
こ
と
は
、
各
国
が
打
ち
出
す
宣
言
や
方
針

に
、
果
た
し
て
ど
の
程
度
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

が
伴
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

安
倍
晋
三
総
理
大
臣
は
昨
年
の
通
常
国
会（
２
０

１
９
年
２
月
１
日
の
参
院
本
会
議
）で
、「
削
減
目
標

に
つ
い
て
、
実
効
性
に
裏
打
ち
さ
れ
な
い
数
値
の
引

き
上
げ
を
論
ず
る
よ
り
、
目
標
達
成
へ
の
具
体
的
な

道
筋
、
す
な
わ
ち
、
大
幅
な
排
出
削
減
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た

杉
森

務

す
ぎ
も
り

つ
と
む

気
候
変
動
問
題
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決
策
を

―
―

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
「
環
境
と
成
長
の
好
循
環
」
を
実
現

副
会
長
／
環
境
安
全
委
員
長
／
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
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め
の
方
策
を
論
ず
る
こ
と
が
重
要
」
と
言
及
し
た
。

気
候
変
動
対
策
を
真
に
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、

目
標
の
年
限
や
削
減
率
の
多
寡
の
議
論
に
終
始
す
る

の
で
は
な
く
、「
脱
炭
素
社
会
」
の
実
現
と
い
う
究

極
の
到
達
点
に
向
け
た
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

世
界
全
体
で
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
の
経
済
界
は
、「
経
団
連
低
炭
素
社
会
実
行

計
画
」
の
も
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が

ら
削
減
努
力
を
重
ね
、
２
０
１
３
〜
２
０
１
８
年
度

に
か
け
て
産
業
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
８
％
以
上

削
減
す
る
な
ど
、
着
実
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

「
脱
炭
素
社
会
」
に
向
け
て
は
、
こ
う
し
た
足
元
で

の
「
積
み
上
げ
型
」
の
取
り
組
み
に
加
え
、
よ
り
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

今
や
、「
脱
炭
素
社
会
」
へ
の
挑
戦
は
重
要
な
経
営

課
題
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
成
長
と
企
業
価
値
向
上

の
必
須
の
条
件
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
で
、
経
団
連
と
し
て
「
脱

炭
素
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
新
た
に
掲
げ
た
取
り

組
み
が
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ（
正
式
名
称：

チ
ャ

レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）」
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た

脱
炭
素
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
は
、
経
団
連
が
「
脱

炭
素
社
会
」
の
実
現
に
資
す
る
企
業
等
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
募
り
、

Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
裏
付
け
に

乏
し
い
野
心
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
よ
り
も
、

「
脱
炭
素
社
会
」
と
い
う
究
極
の
到
達
点
に
向
け
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
評
価

す
る
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
」
を
ね
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

例
え
ば
、
当
社
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

期
待
さ
れ
る
水
素
に
つ
い
て
、
燃
料
電
池
自
動
車
向

け
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
や
、
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー

水
素
の
製
造
・
貯
蔵
・
輸
送
等
の
技
術
開
発
を
進
め
、

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
国
内

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
台
湾
で
の
洋

上
風
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

米
国
で
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
と
原
油
増
産
を
両
立
す

るC
O
2 -E
O
R

を
進
め
る
な
ど
、
中
長
期
的
な
視
点

を
持
ち
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
然
、「
脱
炭
素
社
会
」
と
い
う
極
め
て
野
心
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
一
足
飛
び
に
実
現
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
で
は
、

「
脱
炭
素
社
会
」
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
必
要
と
な

る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
技
術
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
い
き
た
い
。

い
よ
い
よ
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
始
ま
り
、
国
際
社
会
か
ら

の
日
本
へ
の
注
目
も
高
ま
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
機

会
に
、
今
一
度
、「
か
け
が
え
の
な
い
地
球
」
と
い

う
バ
ト
ン
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
決
意
を
新
た
に
し
、

わ
が
国
が
他
国
の
範
と
な
る
よ
う
な
か
た
ち
で
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
『
環
境
と
成
長
の
好
循

環
』
を
生
み
出
す
挑
戦
」
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ま

い
り
た
い
。

（注）「市場メカニズム」は、温室効果ガスの排出量を移転する権利（排出権）を各国間で取引する仕組み。市場メカニ
ズムをめぐって、「排出削減の支援を行った国のみならず、支援を受けた国も、自国の削減目標達成にクレジット（削
減された排出量分）を使えるようにすべき」と主張するブラジルと、排出削減の二重計上を懸念する日本を含む多く
の国との溝が埋まらず、今年１１月に英国で開催されるCOP２６での合意を目指し、交渉が継続されることとなった

図表 チャレンジ・ゼロの概要

当社のチャレンジとして、水素社会の実現に向けて
取り組んでいる

参加企業等は、以下のいずれかにチャレンジすることを宣言し、
具体的なアクションを発表：

脱炭素社会に向けた経済界のチャレンジを発信し、イノベーションを後押し

�ネット・ゼロカーボン技術（含、トランジション技術）のイノベーション

�ネット・ゼロカーボン技術の積極的な実装・普及

�上記に取り組む企業への積極的な投融資

総合的な絵姿

参加企業名・ロゴ 具体的なアクション

「チャレンジ・ゼロ」

「環境統合型経営」で環境と成長の好循環を実現する
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